
 

 

１．採尿日   連続した作業日の２日目以降（溶剤によって違います） 
 

２．採取時間  ①作業終了の２時間前に一度排尿(この尿は捨てる) 
②作業終了後に採尿(詳細は下記を参照) 

 

例）「作業終了時」とは、例えば 8 時から 17 時まで有機溶剤業務に従事している労働者の場合、15 時

に排尿して(上記①)測定に用いる尿は、17 時に採取(②)する事を「作業終了時」の採尿とします。 
 

出社         昼食         排尿      作業終了時：採尿 
 

  業務開始：                            ②この尿を測定用に 
           有機溶剤の使用              ①この尿は捨てる         提出する 
 
 

8:00         12:00        15:00         17:00 
※冷蔵保存する場合、4～5 日以内に提出してください。 

※注意 
★「アルコール」「安息香酸ナトリウムを含む栄養ドリンク等の飲料水」での影響が
あります。採尿の前日から採尿を終えるまでひかえてください。 

 
 

３．保存    冷凍もしくは冷蔵保存し、健診当日受付に提出 
裏面をご覧ください 

冷凍もしくは冷蔵 



 
 

有機溶剤健診を正しく受診する為に・・・ 
 

 

◆有機溶剤は、体内に取り込まれてから最初の濃度の 1／2になる時間が短い為、作業終了後の

所定時間に採取しなければ、信頼性のあるデータが得られません。 

より正確な検査データを得る為に、ご協力お願いいたします。 

 
１．使用している有機溶剤名をお知らせください。（健診申し込み時） 
               ※ 溶剤によって、検査項目が違います。 
 

２．尿は、事前に採ってお持ちください。採尿方法と保存方法は下記の通りです。 
 
 

有機溶剤名 検査項目 採尿方法・保存方法 

キシレン 尿中メチル馬尿酸 尿の採取日：連続した作業日の２日目以降 

採取方法:： 
① 作業終了の２時間前に一度排尿 

(この際の尿は捨てる) 
②作業終了後に容器に採尿 
      (容器の使用方法は、別紙参照) 
③冷凍もしくは、冷蔵保存する 
④健診日に持参 
 

Ｎ･Ｎ‐ジメチルホルムアミド 肝機能検査 
尿中Ｎ‐メチルホルムアミド 

トルエン 尿中馬尿酸 

ノルマルヘキサン 尿中 2.5‐ヘキサンジオン 

スチレン 
尿中マンデル酸・尿中フェニルグリオ

キシル酸総量 
肝機能検査・白血球数・白血球分画 

尿の採取日：週末の作業日 
※採取方法は、上記と同様 

エチルベンゼン 尿中マンデル酸 

テトラクロルエチレン 

トリクロルエチレン 
肝機能検査 
尿中トリクロル酢酸又は総三塩化物 

1.1.1‐トリクロルエタン 尿中トリクロル酢酸又は総三塩化物 

 

※注意 尿の量は、ふたの下まで入れてください。 
量が少ない場合、再度提出していただくこともあります。 

                                     
 

※ご不明な点は、下記までお問合せください 
 

 
 

使用済みのコップはトイレに絶対流さないでください 

一般社団法人 山形市医師会 

山形市医師会健診センター 
〒990-2461 山形市南館 5-3-10 



 
 
 
 

 
―健康は幸福へのパスポート―   


